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江
戸
板
木
槍
第
一
同
の
開
花
期

「
命
も
し
ん
ぞ
き
へ
な
ぱ
き
へ
よ
、
そ
の
投
節
の
古
に
、
か
の
菱
川
が
十

二
番
を
窮
し
て
よ
り
、
流
は
絶
え
ず
し
て
、
し
か
も
原
の
聾
風
に
あ
ら
ず
」

と
方
丈
記
め
か
し
た
一
文
が
、
幕
末
の
或
本
に
記
さ
れ
て
ゐ
る
。

こ
の
甚
だ
不
明
瞭
な
‘
解
っ
た
よ
う
な
解
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
面
白
い
と

言
っ
た
ら
‘
知
性
人
は
喧
ふ
で
あ
ら
う
！

菱
川
が
十
二
番
か
ら
、
と
は
江
戸
板
木
棺
は
、
師
宣
頃
の
好
色
童
か
ら
始

ま
っ
て
‘
夫
か
ら
二
百
除
年
に
亙
っ
て
江
戸
に
柴
え
た
板
木
績
は
、
み
な
高

治
寛
文
の
、
あ
の
投
節
の
耽
美
主
義
的
な
調
を
た
λ

へ
た
檎
萱
の
流
れ
で
あ

る
と
言
ふ
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
、
美
の
時
代
的
艶
遷
も
見
ら
れ
る

と
言
ふ
の
で
あ
る
。

も
の
軟
か
い
綿
に
近
い
日
本
の
紙
に
、
古
い
木
彫
の
停
統
を
も
っ
技
術
に

よ
っ
て
木
板
に
彫
り
上
げ
ら
れ
た
刻
線
、
毛
筆
の
優
し
い
曲
線
の
中
に
も
仕

溢

井

清

キ
ピ

上
げ
ら
れ
た
厳
し
さ
を
以
っ
て
、
墨
一
色
に
摺
り
上
げ
ら
れ
た
板
木
縮
、
そ

の
皐
純
な
快
調
は
、
陶
磁
の
持
つ
宇
ば
自
然
的
な
美
し
さ
よ
り
も
‘
一
一
唐
人

怖
の
心
に
美
し
い
印
象
を
輿
へ
る
。
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江
戸
板
木
絢
も
‘
東
洋
室
の
線
萱
で
あ
り
、
古
い
大
和
績
の
所
詣
．
引
目
‘

鈎
鼻
の
「
造
り
繕
」
停
統
の
も
の
で
あ
る
、
夫
に
扇
面
、
小
袖
の
衣
裳
紋
様

系
で
あ
る
「
模
様
縛
」
の
停
統
を
も
強
く
引
い
て
ゐ
る
。

徳
川
の
時
代
は
、
絶
鈎
武
力
、
を
以
っ
て
武
士
階
級
に
よ
り
治
め
ら
れ
た

時
代
な
の
で
あ
る
か
ら
、
帯
万
の
武
士
階
級
以
外
の
「
切
捨
御
兎
」
の
庶
民

階
級
と
い
ふ
も
の
は
、
夫
こ
そ
こ
の
皐
純
政
治
の
埼
外
の
階
離
で
あ
っ
て
‘

彼
等
は
、
こ
う
し
た
政
治
の
下
に
、
武
家
の
御
膝
元
た
る
江
戸
に
、
彼
等
自

身
の
祉
曾
を
も
ち
始
め
た
の
で
あ
っ
た
。

彼
等
の
築
い
た
文
惑
の
中
に
は
、
表
現
様
式
の
単
純
性
、
含
ま
れ
る
意
味

内
容
の
多
様
性
、
夫
に
、
知
性
的
で
無
い
こ
と
‘
好
色
性
と
の
、
四
少
の
特



質
が
殊
に
目
立
っ
て
覗
は
れ
る
よ
う
に
思
は
れ
る
。

江
戸
板
木
縮
、
殊
に
此
期
の
墨
摺
檎
と
い
ふ
も
の
は
、
夫
こ
そ
西
洋
霊
法

の
「
質
物
を
眼
前
に
見
る
や
う
に
」
書
く
泊
良
措
寝
法
と
は
還
っ
て
、
唯
、

感
情
を
、
夫
も
彼
等
の
認
識
経
験
の
中
に
堆
積
せ
ら
れ
た
印
象
を
、
深
刻
な

効
果
を
目
標
と
し
た
大
謄
な
輪
廓
岡
表
と
し
て
、
臨
機
際
援
に
迭
り
鱈
す
る

「
檎
申
告
ご
と
」
の
極
め
て
暗
示
的
な
表
現
技
巧
を
以
っ
て
す
る
の
で
あ
る
。
こ

う
述
べ
る
と
復
雑
の
よ
う
で
あ
る
が
、
賢
は
、
回
出
一
線
だ
け
な
の
で
あ
る
。
生

夫
こ
そ
は
線
そ
れ

命
が
息
づ
い
て
ゐ
る
極
め
て
暗
示
的
な
表
現
の
秘
密
！

自
身
が
語
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
塁
線
だ
け
で
出
来
上
っ
て
ゐ
る
こ
と

が
解
っ
た
。

こ
L

に
、
表
現
内
容
の
こ
と
が
、
問
題
と
な
る
。
永
い
歴
史
と
古
い
文
化

遺
産
と
を
多
く
保
持
し
て
き
た
島
国
日
本
に
あ
っ
て
は
、
江
戸
庶
民
の
如
き

全
く
新
興
の
階
級
社
曾
の
中
に
も
、
頗
る
徴
妙
な
心
情
の
多
様
性
を
直
に
設

生
せ
し
め
た
の
で
あ
ら
う
。
現
世
的
な
も
の
の
見
方
は
、
白
木
の
深
い
自
然

観
と
結
び
付
い
て
、
遊
ぴ
の
道
も
、
通
す
こ
と
に
依
っ
て
純
粋
化
し
つ
ど
け

H
4

カ
メ

て
行
く
、
無
限
に
肱
れ
て
行
く
、
巌
し
い
途
で
あ
っ
丸
。
単
純
な
江
戸
政
治

の
祉
曾
的
法
度
に
直
面
し
て
は
、
「
心
中
」
は
「
あ
の
世
」
の
肯
定
ま
で
つ
ど い

て
、
後
に
は
、
否
定
の
中
に
生
き
る
、
柳
里
恭
の
「
ひ
と
り
寝
」
の
如
き

「
遊
び
」
の
哲
車
、
ま
で
生
む
に
到
っ
て
ゐ
る
。

古
く
か
ら
日
本
の
庶
民
大
衆
は
‘
「
車
問
の
す
λ

め
」
以
前
、
教
育
せ
ら
れ

ざ
る
階
級
と
し
て
の
歴
史
を
も
っ
。
無
知
は
、
初
め
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。

然
る
に
、
平
く
か
ら
論
理
的
な
頭
脳
を
有
っ
て
ゐ
た
西
洋
人
は
、
彼
等
の
硯

費
睦
験
を
も
組
織
的
に
整
理
し
て
、
現
貨
相
の
秩
序
整
然
た
る
客
観
的
認
識

に
到
達
し
た
。
併
し
今
日
、
彼
等
の
中
に
も
、
知
性
を
超
へ
て
、
親
賢
の
中

に
美
を
求
め
ん
と
ナ
る
、
木
能
や
情
絡
と
、
美
の
護
現
と
の
関
係
、
を
渇
求-44 ー

ナ
る
ア
パ
シ
ギ
ヤ
ル
ト
の
、
如
き
も
の
が
あ
ら
は
れ
て
来
て
ゐ
る
。

今
日
の
謹
術
は
、
表
現
技
術
の
末
端
化
と
、
内
容
の
貧
困
さ
と
を
唱
え
ら

れ
て
ゐ
る
。
或
は
人
間
解
躍
の
襲
術
で
あ
る
と
認
め
て
ゐ
る
者
も
あ
る
。
美

と
は
、
結
局
、
人
間
性
を
超
え
得
ぬ
も
の
で
あ
ら
う
か
！

江
戸
板
木
繕
が
、
営
初
か
ら
も
っ
無
知
性
の
上
に
遂
げ
た
襲
術
が
、
線
的

車
純
表
現
の
ゆ
え
に
伸
展
す
る
全
睦
性
と
、
含
む
意
味
内
容
の
堕
富
さ
と
は
、

今
日
の
諮
問
術
と
の
鈎
決
に
於
い
て
、
何
物
か
を
明
日
に
プ
ラ
ス
す
る
も
の
と

な
り
得
る
で
あ
ら
う
か
。

註
一

「
色
道
」
の
問
題
は
、
江
戸
以
前
、
既
に
上
方
に
在
っ
て
現
は
れ
て
ゐ
る
。

こ
の
種
の
板
木
縞
は
、
明
末
に
大
陸
か
ら
我
閣
に
聡
入
さ
れ
た
「
黄
素
妙
論
」



系
と
‘
日
本
来
と
思

kyara makura. 

は
れ
る
「
四
十
八
遁

ゑ
す
の
事
」
の
流
れ

に
な
る
も
の
で
あ
っ

た
。
多
く
‘
寄
命
、

延
命
希
願
に
名
を
と

っ
た
も
の
で
、
未
だ

u
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M
 

ゐ
な
か
っ
た
。
庭
が
、
江
戸
初
護
時
代
に
於
い
て
、
「
色
遣
」
の
問
題
は
俄
然

活
況
を
呈
し
て
来
た
。

「
柴
事
」
の
こ
と
は
‘

さ
ま
で
表
面
化
し
て

「
徳
」
を
以
っ
て
徳
川
の
政
治
理
想
と
し
た
の
は
、
或
は
正
し
か
っ
た
か
も

知
ら
ぬ
、
併
し
、
唯
武
力
に
依
る
車
純
政
治
の
‘
思
想
的
施
行
慮
致
の
貧
困

一
翠
に
賊
下
庶
民
の
‘
人
間
復
興
と
言
ふ
か
、
人
間
性
の
誕
生
に
曽

き
が
、

面
~ L 
F た
の同
事夫
γt主

主徳
Jll 

E 噴
き美大
正き

しな
て官

奪事
ゐ fr.
るづ
も fこ
の o

を

こ
の
度
は
、

「
天
地
か
い
ぴ
や
く
の
根
元
」
「
人
は
陰
陽
和
合
に
よ
り
て
生
す
」
と
生
命
の

根
木
問
題
を
提
げ
て
来
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
「
人
間
柴
事
」
と
し
て
の
遊

興
、
そ
の
淫
飽
が
政
治
的
に
祉
曾
的
に
も
弊
害
を
仲
ふ
こ
と
は
、
み
す
ノ
＼

見
へ
ず
い
て
ゐ
る
が
、
「
し
か
在
と
も
ナ
て
与
も
お
か
れ
ず
」
「
人
に
七
情
あ

ナ
ゾ
ラ

り
、
人
倫
の
気
質
は
は
か
り
が
た
き
も
の
」
で
あ
る
か
ら
「
徳
」
の
道
に
准

へ
て
な
ら
マ
ア
ノ
＼
と
言
ふ
と
こ
ろ
で
あ
ら
う
。
「
心
を
み
が
き
」
「
用
捨
分

ト
ク

別
在
度
事
」
で
あ
る
と
し
て
、
「
患
」
を
以
っ
て
「
や
め
が
た
き
か
の
ま
ど
ひ

の
ひ
と
つ
」
は
遂
に
徳
川
の
徳
政
の
闘
門
を
突
破
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

鶴
間
愛
は
一
際
不
義
と
認
め
、
法
度
の
持
外
ヘ
泊
ひ
や
っ
た
政
治
思
想
の
下

に
あ
っ
て
、
新
吉
原
、
芝
居
四
座
の
如
き
遊
所
の
認
許
が
、
時
外
の
存
在
と

し
て
既
に
設
け
ら
れ
で
あ
っ
た
。
こh
A
に
、
大
き
く
人
間
築
事
、
遊
興
、
心

我
も
な
ぐ
さ
ま
ん
、
と
言
ふ

の
慰
、
諸
人
の
心
を
散
じ
、
よ
ろ
こ
ば
し
め

-45-

「
浮
世
ら
く
あ
そ
び
」
の
思
想
が
浮
ぴ
上
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。
議
に
、
花
街

と
演
劇
と
が
、
在
戸
に
興
隆
し
て
き
た
の
も
こ
の
鰐
で
あ
る
。

吉
兵
衛
と
次
兵
衛
、
そ
れ
か
ら
庄
兵
衛
ら
が
、
R
W諮
が
ま
し
く
も
、
大
和

結
師
と
、
作
品
に
名
乗
り
初
め
て
か
ら

大
和
緯

菱
川
吉
兵
衛

延
費
五
歳
己
正
月
日
小
む
ら
さ
ぎ
、
松

曾
開
板

大
和
檎
師

杉
村
弐
兵
衛
闘

延
費
九
年
酉
糊
時

あ
そ
ぴ
、
薮
田
開
板

貞
享
四
丁
卯
歳
仲
秋
下
旬

れ
ん
除
ヨ
，
、

ゑ
づ
く
し
C

ョ
〈

大
和
鰭
師

庄
兵
衛
園

色
の
浦
衣
、



近
江
屋
重
兵
衛
板
行

江
戸
板
木
縛
最
初
の
開
花
期
と
も
言
ふ
可
き
期
聞
は
、
正
徳
の
終
り
頃
ま

で
の
‘
凡
そ
四
十
年
程
つ
ど
い
た
。

署
名
な
き
挿
縞
入
の
吉
原
本
は
、
引
つ
ど
い
て
此
期
に
入
つ
で
も

延
襲
五
年
、
芥
子
鹿
子

延
賓
六
年
午
正
月
士
口
辰
、
山
茶
よ
し
垣
、
通
泊
町

延
賓
八
庚
申
孟
春
、
さ
ん
茶
評
判
胡
淑
頭
巾
‘
鶴
屋

延
費
九
年
孟
春
日
、
吉
原
三
茶
三
幅
一
野
‘
升
屋
開
板

天
和
三
の
年
‘
吉
原
鏡
ケ
池
、
堺
町
正
本
屋
十
右
衛
門

貞
享
四
卯
層
、
山
茶
東
雲
、
大
停
馬
三
町
目

等
が
開
板
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

こ
ム
で
、
江
戸
に
於
け
る
此
期
の
板
元
の
地
理
的
分
布
を
一
瞥
し
て
置
か

う
江
戸
草
分
け
時
代
の
主
な
る註
板ニ
フロ
十

軒
の
外

の
期

な
る
と
以
下

の
よ
う
な
板
元
が
各
慮
に
見
ら
れ
る

遁
り
泊
町

升
屋
平
兵
衛
（
a

）

山
形
屋
市
郎
右
衛
門
（
g

）

薮
田
清
兵
衛

井
筒
屋
三
右
衛
門

伊
勢
屋
伊
兵

街

相
模
屋
太
兵
衛

板
木

中
屋

藤
田

屋
長
次
郎

板
木
屋
四
郎
右
衛
門
額
彫
師
板
木
屋

大
停
馬
町

小
俸
馬
三
町
目

堺
町

長
谷
川
町

横
山
同
朋
町

一
克
演
町

遁
盤
町

富
津
町

和
泉
町

大
門
通
田
所
町

ゃ
く
し
堂
前

紳
田
新
革
屋
町

甚
九
郎
（
川
埼
）
グ
タ
ボ
リ

板
木
屋
又
兵
衛
グ
ク
ボ
リ

鶴
屋
喜
右
衛
門
（b
）

板
木
屋
市
左
衛
門
ェ
ホ
り

鱗
形
屋
三
左
衛
門
（d
）

山
本
九
左
衛
門
（
丸
屋
）
（
f
）
三
河
屋
七
右
衛
門

柏
屋
仁
右
衛
門
踏
一
一
一
年
成
初
秋
木
下
甚

右
衛
門

も
す
や
十
右
衛
門
商
横
町
（
k

）

板
木
屋
七
郎
兵
衛
（j
）

勢
屋
次
兵
衛
堺
町
一
横
店

松
曾
三
四
郎
（
e

）

九
兵
衛

利
兵
衛

ふ
じ
ゃ
（
h
）

伊
賀
屋

七
兵
衛
（
i

）

村
上
源
兵
衛

板
木
屋
七
郎
兵
衛
堺
町
前
往

松
屋
踊
兵
衛

善
右
衛
門
グ
タ
ボ
リ

西
村
利
右
衛
門

同
興
市

竹
田
長
右
衛
門

か
い
ふ
や
東
ょ
こ
丁

中
島
屋
伊
左
衛
門

伊

栗
原
長
右
衛
門
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近
江
屋

加
兵
衛
エ
ホ
リ



馬
喰
町
三
町
目
和
泉
屋
五
郎
入

お
や
ぢ
橋
葺
一
屋
町
沼
田
屋

表
紙
屋
市
郎
兵
衛
（
山
口
）

浅
草
橋
通
瓦
町

浅
草
田
町

浅
草
駒
形
町

辻
五
兵
衛

駒
込
あ
き
か
町

湯
島
天
神
女
坂
下
小
松
屋

菊
屋

西
村
俸
兵
衛

天
神
前

石
町
十
間
棚

川
溺
石
町

日
本
橋
南
二
町
目

京
橋
銀
座
一
丁
目

竹－尾
河張
町町

木
挽
町

新
橋
一
時
日
比
谷
横
町

芝
神
明
前

小
寺
長
兵
衛

野
田
太
兵
衛

山
口
屋

須
藤
擢
兵
衛

本
屋
彦
兵
衛

江
見
屋

」
の
外
、
場
廃
の
末
詳
の
も
の
に
、
わ
し
ゃ
、
さ
う
し
ゃ
擢
右
衛
門
、
北

新
介

大
古
屋
吉
右
衛
門

か
ど
や
源
七

末
庚
忠
五
郎

ゑ
さ
う
し
や
三
左
衛
門

山
本
小
兵
衛

板
木
屋
又
右
衛
門
（
C

）

山
田
屋
二
一
四
郎

ま
ず
や
童
三
郎

屋
市
兵
衛

野
屋
弐
郎
兵
衛
、
松
坂
屋
喜
兵
衛
、
錐
屋
平
右
衛
門
、
松
葉
屋
清
兵
衛
、
板

木
屋
七
郎
右
衛
門
等
が
あ
る
。

そ
の
他
、
書
林
と
て
、
傍
書
、
唐
木
、
詩
集
和
歌
、
儒
醤
の
書
籍
を
扱
つ

て
ゐ
た
書
頁
は
、
日
本
橋
通
り
木
町
筋
に
多
く
在
っ
た
。
そ
の
中
で
、
西
鶴

浮
世
草
子
の
江
戸
板
元
、
叉
は
江
戸
板
好
色
本
類
の
開
板
書
障
を
あ
げ
て
み

れ
ば
、

日
本
橋
南
一
丁
目

梅
村
八
兵
衛

日
本
橋
南
二
町
目

平
野
屋
清
三
郎

川
崎
七
郎
兵
衛
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好
色
盛
衰
記
貞
享
五
年

川
制
明
石
町
一
代
男
貞
享
一
万
甲
子
暦
三

月
上
匂

大
津
屋
四
郎
兵
衛
館
側
一
一
室
塁
手
書
九

高
屋
清
兵
衛
情
物
町
一
代
田
刀
貞
享
凶
丁
卯
暦
九
月
上

利
倉
屋
喜
兵
衛
青
物
町

同

小
太
郎
男
色
義
理
物
語
元
議
十
二
年
巳
卯
正
月
吉
日

近
江
屋
重
兵
衛

石
町
十
間
捌

翠
簾
屋
亦
右
衛
門

三
河
屋
久
兵
衛

南
佐
内
町

諸
艶
大
鑑
貞
享
一
万
年
・

菱

志
村
孫
七

註
三

最
初
に
、
板
木
檎
師
と
し
て
槍
師
菱
河
台
兵
衛
の
名
が
現
は
れ
て
来
た
の

大
停
馬
三
町
目

彼
岸
榎
靭
〈
れ
な
ゐ

は
、
延
賓
度
に
入
っ
た
「
伽
羅
枕
」
か
ら
で
あ
っ
た
。
彼
が
「
師
宣
」
を
、



多
く
用
ひ
出
し
た
の
は
天
和
二
、
コ
一
年
頃
か
ら
で
あ
る
よ
う
に
思
は
れ
る
、

尤
も
柏
屋
板
の
締
本
に
は
、
延
賢
六
年
に
遡
上
っ
て
「
師
宣
」
と
落
歎
し
た

も
の
が
在
る
が
、
延
賢
度
の
柏
屋
本
は
、
多
く
そ
の
刊
記
者
位
か
ら
見
て
初

板
本
と
断
C

兼
ね
る
も
の
ば
か
し
で
あ
る
。

師
宣
の
名
は
、
除
り
に
有
名
で
あ
り
、
従
来
、
師
宣
の
橋
本
と
言
は
れ
る

も
の
は
、
百
四
五
十
貼
に
の
ぼ
っ
た
。
そ
の
中
在
名
の
も
の
は
六
十
賠
に
過

ぎ
無
い
。
こ
の
六
十
黙
の
作
品
の
中
で
も
、
約
二
一
分
之
一
は
、
地
誌
又
は
、
か

な
草
紙
類
の
．
績
が
主
要
で
な
い
刊
行
物
で
あ
る
。
あ
と
の
字
分
が
、
通
俗

な
檎
本
で
あ
っ
て
、
残
り
は
総
て
、
色
遣
の
檎
木
印
ち
枕
総
本
で
あ
る
。
無

落
款
の
作
品
を

も
加
へ
る
と
、

師
宣
の
枕
約
木

は
三
十
四
五
貼

に
達
し
、
的
最

も
絡
を
主
と
し

Uncertain. 

を揃仕た
加物立各
へのの物
る枕大叉
と緒判は
、主帖

師
宣
置
く
枕
縞
作
品
は
、
貨
に
捗
し
い
数
で
あ
っ
て
、
彼
の
作
置
の
主
力
が
、

こ
の
枕
絢
に
、
注
が
れ
て
ゐ
た
こ
と
が
解
か
る
。

m
h江
戸
草
分
け
常
初
の
第
一
流
の
地
木
問
屋
、
鶴
屋
、
本
平
升
屋
、
松
曾
、

鱗
形
屋
、
に
依
っ
て
、
平
く
か
ら
板
木
綿
の
仕
事
に
従
事
し
た
、
吉
兵
衛
、

は
一
面
保
守
的
な
思
想
と
、
堅
買
な
技
術
と
を
以
っ
て
、
次
々
と
、
数
多
く

の
作
品
を
、
開
板
す
る
こ
と
を
得
た
。
通
俗
和
歌
文
朗
一
あ
い
た
縞
木
、
と
、

や
L

上
品
な
枕
絢
作
品
と
の
多
作
に
依
っ
て
、
師
宣
は
江
戸
初
代
の
板
木
棺

師
と
し
て
の
名
躍
を
博
ナ
る
こ
と
を
得
た
。

一
克
械
二
年
刊
、
江
戸
岡
鑑
綱
日
、
浮
世
槍
師
之
部
に
は

時
菱
川
吉
兵
衛
師
宣

胴
菱
川
吉
左
衛
門
師
房

設
六

と
出
て
ゐ
る
。
好
色
本
「
好
色
一
もι
す
L

き
」
に
は
元
誠
十
＝
一
年
辰
正

菱
川
師
房
、
の
刊
記
が
あ
る
。
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月
士
口
目
、
大
和
縄
師

に
在
る
別
願
院
境
内

江
戸
か
ら
深
く
入
－
V
江
を
犯
し
た
安
房
の
保
田
町

に
は
、
コ
克
鵡
七
甲
成
年
五
月
吉
日
、
寄
港
施
主
、
菱
川
吉
兵
衛
尉
藤
原
師
宣

入
選
友
竹
」
と
鍛
銘
の
あ
る
鐙
が
あ
る
。
一
と
夏
、
保
田
海
岸
に
過
し
た
糊

り
私
も
こ
の
錯
を
見
た
。
保
田
町
は
、
吉
兵
衛
の
故
郷
で
ど
も
あ
ら
う
か
、

江
戸
に
出
て
名
を
翠
げ
た
師
宣
が
、
鎧
の
寄
進
に
依
っ
て
、
師
宣
が
、
貞
享
‘

元
械
の
、
堺
町
横
町
、
橘
町
に
於
け
る
嘗
年
の
江
戸
居
住
の
あ
り
さ
ま
も
‘



大
方
は
想
ひ
廻
ら
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

江
戸
板
木
綿
最
古
の
大
々
刻
蹟
繕
類
は
、
多
く
師
宣
の
板
置
で
あ
る
と
思

は
れ
て
ゐ
た
。
わ
が
閤
立
博
物
館
臓
の
大
々
刻
横
縞
五
賠
は
い
ま
以
っ
て
師

宣
と
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
査
部
師
宣
で
は
な
い
。
「
か
し
わ
き
の
ゑ
も
ん
」
「
鳳

風
丸
舟
遊
」
「
牛
若
丸
浄
瑠
璃
」
、
ル
ー
ブ
ル
博
物
館
の
わ

R

巳
2
0

・
冨
釘g
p

問
。
匂
・
目
、
．
H
叶
「
春
夏
秋
冬
」
や
、
円
。
目
。
－
8
0

の
著
書
F
．
開ω
S
5
3

ア

T
J
f
h
d
キ

T
U
0
5日ω
0
・
「
清
水
詣
」
、
〈
2
R

蒐
集
の
「
女
軍
騎
馬
闘
」
「
梅
見
の
男

女
岡
」
、
昭
和
六
年
十
月
錦
交
曾
日
銀
第
四
国
「
浄
瑠
璃
姫
舞
蚕
と
小
柴
垣

外
の
圃
」
そ
し
て
竪
大
々
刻
のi
m
E
R
蒐
集
「
扇
の
的
」
や
戦
後
護
見
さ

れ
た
「
旗
臓
の
岡
』
等
は
、
買
は
、
い
づ
れ
も
杉
村
次
兵
衛
の
板
蓋
と
歎
識

せ
ら
れ
る
も
の
で
、
中
に
は
明
瞭
に
「
杉
村
」
と
署
名
の
あ
る
も
の
さ
へ
あ

る
。
塁
摺
大
々
刻
横
檎
に
も
「
花
見
岡
」
回
目
ロ
ぬ
の
。
－
－

o
n
t。
P

ざ
官
庁
円

わ
m
W
4
7開
・M
M・H・

Z
。
・
5

・
の
如

き
師
重
と
推
定

せ
ら
れ
る
も
の

も
あ
る
。

Sugimura. 

大
和
縮
師
杉

村
次
兵
衛
、
は

註
限

延
賓
九
年
の
「
問
時
刻
%
惜
し
ら
く
あ
そ
び
」
と
「
百
人
一
首
季
吟
抄
」

以
後
、
そ
の
署
名
落
款
を
作
品
の
上
に
あ
ら
は
し
て
く
る
。
作
品
は
、
通
泊

町
の
薮
田
清
兵
衛
、
井
筒
屋
三
右
衛
門
、
板
木
屋
長
次
郎
、
大
停
馬
町
三
丁

目
の
三
河
屋
七
右
衛
門
、
あ
た
り
か
ら
多
く
開
板
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
か
ら
川

瀬
石
町
の
山
口
屋
、
南
佐
内
町
の
翠
簾
屋
亦
右
衛
門
の
如
き
書
林
書
屋
か
ら

も
‘
「
御
成
敗
式
目
繕
抄
、
一
万
鵡
十
丁
丑
歳
正
月
士
口
昨
日
、
縞
師
杉
村
弐
兵

街
、
須
藤
構
兵
衛
」
「
好
色
大
黒
舞
、
元
総
九
丙
子
正
月
吉
目
、
翠
簾
屋
亦
右

衛
門
板
」
の
如
ぎ
挿
締
本
を
出
し
て
ゐ
る
。

弐
兵
衛
の
関
係
し
た
板
元
は
、
地
本
問
屋
と
し
て
の
格
か
ら
一
去
っ
て
、
到
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底
、
師
宣
の
関
係
し
た
板
一
五
と
は
比
較
に
な
ら
ぬ
。
失
兵
衛
は
、
泊
町
界
隈

の
板
木
屋
か
ら
、
歌
、
物
語
等
に
よ
る
常
套
章
題
の
横
縞
大
々
拘
置
を
置
い

て
童
蒙
の
需
要
に
臆
じ
た
。
彼
の
「
枕
繕
」
に
於
け
る
作
萱
態
度
は
俳
諮
狂

歌
の
立
場
に
撮
っ
て
バ
レ
た
姿
型
の
中
に
、
様
式
よ
り
も
良
質
に
迫
ら
ん
と

す
る
類
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
与
が
高
踏
的
和
歌
的
立
場
の
師
宣
と
、
土
嘆

的
立
場
の
彼
と
の
異
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
L

に
最
も
注
目
に
償
す
る
江
戸
初
登
の
枕
倍
大
判
萱
！
は
延
賢
か
ら

貞
享
に
か
け
て
最
高
潮
に
山
達
し
た
。
こ

L

に
於
い
て
日
本
の
繍
聾
史
は
、
初

か
れ
が
い
？
大
童
面
と
し
て
の
わ
睦
描
寝
を
持
明
、
て
く
る
こ
と
に
な
る

の
で
あ
る
。
私
が
特
に
強
調
し
た
い
の
は
、
山
一
占
加
わ
か
わ
酌
の
仇
白
骨
骨
恥
か



、
、勃

興
と
一
一
一
日
ふ
こ
と
で
あ
る
。
夫
等
は
よ
し
、
枕
簡
と
し
て
現
は
れ
て
き
た
と

は
謂
‘
そ
こ
に
性
意
識
を
超
へ
て
、
人
盤
へ
の
美
的
な
も
の
へ
の
追
求
が
明

ら
か
に
認
め
ら
れ
る
と
一
一
一
同
ふ
事
で
あ
る
。
出
裂
は
或
は
還
っ
て
い
た
か
も
し

れ
ぬ
が
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
人
の
人
睦
に
鈎
ナ
る
惑
術
の
境
地
と
同
格
の
境
地

で
あ
る
。
日
本
の
謹
術
表
現
の
手
段
は
、
官
能
的
人
陸
迫
求
へ
の
純
化
が

線
の
描
寓
に
よ
り
行
は
れ
、
描
線
の
純
化
の
道
が
、
唯
一
僚
の
線
な
の
で
あ

る
。
そ
の
一
本
の
線
に
全
部
を
犠
牲
に
し
て
生
含
延
び
る
願
ひ
、
そ
こ
に

日
本
の
過
去
の
命
を
見
る
の
で
あ
る
。
そ
の
紋
賂
も
特
色
も
！

こ
の
人
位
描
潟
の
枕
室
、

技ヅ師こ

練’がれ
磨ー 、 こ

の期そ
道せ此
場ず期
としの
もて板
言得木
よ為 fこ -F 
可室テ絢

官なき
覧庶で
に民あ
ナのる
く・ 構3 0 

れにへこ
た‘ L
天加に
分ふ赤
をる線
以に々

っ
て
、
数
多
く
萱
い
た
者
に

Sugimura. 

杉
村
次
兵
衛
が
あ
る
。
彼
は

何
よ
り
も
先
づ
童
家
で
あ
っ

た

初
期
横
槍
大
々
刻
霊
も
、
叉
大
判
枕
総
も
、
師
宣
は
．
あ
ま
り
多
く
聾
て

い
な
い
。
師
宣
と
は
多
く
本
に
萱
い
た
飽
木
綿
師
で
あ
っ
た
。

こ
の
意
味
で
は
杉
村
次
兵
衛
こ
そ
、
江
戸
板
木
繕
最
初
の
縞
師
で
あ
る
と

も
中
印
刷
へ
る
の
で
あ
る
。

江
戸
大
歌
舞
伎
の
劇
形
成
も
未
だ
定
か
な
ら
な
い
役
者
色
気
本
位
の
創

西
鶴
が
文
串
上
に
、
「
一
代
男
」
に
よ
っ
て
鎖
凶
日
本
の
、
知
れ

生
時
代
！

ざ
る
海
外
に
向
っ
て
護
向
し
行
く
町
人
の
気
慨
を
示
し
え
た
夫
よ
り
以
前
．

江
戸
に
は
江
戸
庶
民
の
明
朗
閥
謹
な
気
塊
を
示
し
得
た
絢
童
の
存
在
が
あ
つ

の
で
あ
る
。
こ
の
板
木
絢
誠
司
術
こ
そ
、
最
も
注
目
に
債
ず
る
も
の
と
世
一
日
ふ
可
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ぎ
で
あ
ら
う
。

江
戸
岡
鑑
綱
目
、
板
木
下
檎
師
の
部
に
は

長
谷
川
町
古
山
太
郎
兵
衛
師
重

浅
草
石
川
伊
左
衛
門
俊
之

杉
村
治
兵
衛
正
高

通
泊
町

橘
町

菱
川
作
之
画
師
永

と
、
師
宜
師
房
と
は
一
行
へ
だ
てL
古
山
師
童
、
石
川
流
宣
よ
り
も
下
位

に
、
杉
村
治
兵
衛
、
の
名
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
「
綱
目
」
の
編
者
は
石
川
伊
左
衛

門
流
宣
で
あ
る
。
大
和
槍
師
古
山
太
郎
兵
衛
は
「
貞
享
三
年
丙
由
民
八
月
吉
日
」

と
年
記
あ
る
枕
萱
の
作
品
に
於
い
て
、
白
木
綿
師
‘
菱
河
葉
師
重
を
名
乗
っ



て
居
り
、
流
舟
石
川
伊
左
衛
門
ま
た
流
宮
、
枠
わ
軒
の
披
を
用
ひ
た
こ
と
も

あ
る
。
共
に
菱
川
の
流
門
に
籍
を
置
い
た
者
で
あ
ら
う
。

師
重
も
亦
比
較
的
平
く
‘
貞
享
の
頃
に
は
、
大
判
枕
聾
を
、
板
一
克
北
野
屋

・
次
郎
兵
衛
、
松
屋
伊
兵
衛
か
ら
開
板
し
て
ゐ
る
。
彼
は
時
に
杉
村
次
兵
衛
の

闘
を
そ
の
ま
L

剰
縞
し
て
ゐ
る
こ
と
さ
へ
あ
る
。
槍
師
と
し
て
の
天
真
は
弐

兵
衛
の
官
鶴
見
な
く
、
士
口
兵
衛
の
堅
質
技
術
に
と
を
く
及
ば
な
い
。
元
秘
八
年

亥
三
月
中
旬
、
長
谷
川
町
利
兵
衛
開
板
「
好
色
旋
枕
」
に
於
い
て
「
大
和
檎

師
、
古
山
太
郎
兵
衛
」
と
再
ぴ
古
山
に
立
ち
戻
っ
て
ゐ
る
。
一
克
賊
七
年
寄
進

の
鎧
と
い
ひ
、
師
宣
が
こ
の
頃
に
設
し
た
の
は
事
貨
で
あ
ら
う
。

泊
町
の
相
模
屋
太
兵
衛
は
、
岡
工
と
し
て
の
「
流
舟
」
の
園
板
類
を
多
く

開
板
し
て
ゐ
る
。
畏
永
頃
に
も
、
流
舟
は
、
日
本
橋
南
に
あ
る
書
林
、
須
原 屋

茂
兵
衛
、
本
屋
一
兵
衛
の
圃
本
類
を
重
い
て
ゐ
る
。

註
五

貞
享
四
丁
卯
歳
仲
秋
下
旬
、
作
者
松
月
堂
不
角
、
の
浮
世
草
紙
、
「
色
の
ま

衣
」
は
、
日
本
橋
南
二
町
目
式
部
小
路
、
近
江
屋
軍
兵
衛
の
板
行
で
あ
る
。

「
大
和
檎
師
庄
兵
衛
萱
」
と
あ
る
。
元
誠
十
丑
年
正
月
吉
且
の
「
好
色
大
幅
帳
」

に
は
、
「
鳥
居
庄
兵
衛
聾
」
と
あ
る
。
元
秘
十
二
一
歳
辰
の
一
一
一
月
吉
日
「
風
流
四

方
扉
風
」
の
序
に
、
「
和
章
工
、
鳥
居
庄
兵
衛
和
一
伊
岡
」
と
あ
る
。
一
克
械
も
十

二
一
年
に
到
っ
て
、
清
信
は
、
は
じ
め
て
名
を
現
は
し
て
来
る
。

一
首
ふ
迄
も
な
く
、
鳥
居
は
‘
江
戸
時
代
を
通
し
て
今
日
に
及
ぶ
、
歌
舞
伎
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芝
封
筒
の
家
柄
で
あ
る
。
江
戸
芝
居
演
劇
の
主
流
を
な
し
た
と
宥
倣
さ
れ
る

市
川
家
の
荒
事
狂
言
の
始
り
は
、
延
賓
初
年
頃
か
ら
在
っ
た
の
だ
と
一
一
一
口
は
れ

て
ゐ
る
が
、
賢
際
に
演
劇
の
態
を
形
遣
っ
て
来
た
の
は
、
狂
言
題
名
の
如
き

も
の
が
明
瞭
に
な
っ
て
き
た
元
誠
初
年
頃
か
ら
で
は
な
か
ら
う
か
。
落
歎
を

逸
し
て
は
ゐ
る
が
元
蔽
岱
〈
酉
の
「
古
今
四
場
居
百
人
一
首
」
は
何
庭
と
な
く

幼
稚
な
力
強
さ
の
龍
っ
た
聾
風
に
依
っ
て
、
こ
の
聾
工
は
、
鳥
居
庄
兵
衛
で

-Sugimura. 

あ
ら
う
と
云
は
れ
て
ゐ
る
。

江
戸
歌
舞
伎
四
場
居
と
は
、
捕
許
町
に
あ
る
、
勘
三
郎
・
竹
之
一
血

木
挽
町
に
在
っ
た
長
太
夫
・
勘
蹴
雨
座
の
四
座
の
事
で
あ
る
。
こ
の
う
ち

山
村
長
太
夫
座
が
正
徳
四
年
に
断
紹
し
て
か
ら
、
所
謂
江
戸
三
座
と
な
っ
た

雨
座



わ
け
で
あ
る
。

堺
町
の
中
村
座
専
属
と
見
ら
れ
る
芝
居
筋
書
抱
本
の
板
元
は
、
土
地
柄
．

堺
町
南
横
町
の
「
も
づ
や
十
右
衛
門
」
で
あ
っ
た
。
貞
享
三
年
正
月
狂
一
一
一
口
の
、

椀
久
浮
世
十
界
、
が
遭
っ
て
ゐ
る
。
元
誠
十
年
頃
に
な
る
と
、
専
属
の
芝
居

正
本
の
板
一
万
は
、
堺
町
東
横
丁
の
「
か
い
ふ
や
」
と
更
っ
て
ゐ
る
。
元
鵡
十

年
二
月
、
同
五
月
、
元
織
十
一
年
二
一
月
、
同
八
月
、
一
万
蔵
十
四
年
正
月
、
の

芝
居
正
木
が
遺
っ
て
ゐ
る
。

堺
町
の
市
村
座
専
属
の
板
元
は
、
一
万
鵡
十
六
年
七
月
の
芝
居
正
本
に
は
、

馬
喰
町
三
、
和
泉
屋
五
郎
八
、
と
あ
っ
た
が
、
費
永
二
年
四
月
と
費
永
五
年

月
の
芝
居
正
本
を
み
る
と
、
き
か
ひ
町
「
中
島
や
」
と
な
っ
た
。

木
挽
町
の
山
村
座
、
の
専
属
の
芝
居
正
木
の
板
一
五
は
、
木
挽
町
の
「
ゑ
さ

う
し
ゃ
一
一
一
左
衛
門
」
鱗
形
民
で
あ
る
口
元
総
十
二
年
六
月
．
同
十
三
年
三

月
．
の
も
の
を
見
る
と
木
挽
町
五
丁
目
と
な
っ
て
ゐ
る
が
、
一
万
鵡
十
四
年
正

月
、
以
後
の
も
の
に
は
木
挽
町
六
丁
目
、
と
な
っ
て
ゐ
る
。
元
帳
十
五
年
七

月
、
同
八
月
、
元
職
十
六
年
正
月
、
授
、
水
元
年
二
月
、
同
七
月
、
費
永
二
年

四
月
、
費
永
四
年
正
月
の
芝
居
正
木
又
は
山
村
康
闘
係
外
記
節
正
本
が
架
臓

に
も
あ
る
。

同
じ
く
木
挽
町
の
森
田
座
専
属
の
板
元
は
、
木
挽
町
三
丁
目
、
正
本
屋
「
山

本
小
兵
衛
」
で
あ
っ
た
。
元
誠
十
一
一
一
年
正
月
、
同
三
月
、
元
蔽
十
四
年
七
月
、

元
時
十
六
年
四
月
、
同
七
月
、
の
芝
居
正
木
が
遺
っ
て
ゐ
る
。

斯
く
見
き
た
る
と
、
檎
入
り
芝
居
狂
言
正
木
遺
品
の
統
計
に
あ
ら
は
れ
た

江
戸
四
店
の
、
所
謂
元
協
大
歌
舞
伎
の
全
盛
と
い
ふ
も
の
は
、
元
政
十
年
或

は
、
十
二
・
コ
一
年
頃
か
ら
と
一
再
ふ
こ
と
に
な
る
。

E
に
「
風
流
四
方
扉
風
」

開
板
の
年
に
首
る
。
烏
居
庄
兵
衛
清
信
の
大
判
置
も
、
大
股
こ
の
時
代
か
ら

の
も
の
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

丁
度
、
十
八
世
紀
の
開
幕
で
あ
る
。
延
費
以
来
、
社
曾
の
内
面
を
流
行
し

て
来
た
「
枕
縞
」
も
、
世
間
に
表
立
っ
て
行
は
れ
て
ゐ
た
横
縞
大
々
刻
聾
も
、
共

に
祉
曾
表
裏
一
位
の
流
と
し
て
、
甚
だ
盛
ん
で
あ
っ
た
此
期
も
十
八
世
紀
に-52-

入
る
や
俄
然
置
の
格
調
を
鑓
へ
て
豪
華
な
流
行
を
開
閉
し
て
く
る
の
で
あ
る
。

曾
て
、
浄
瑠
郎
刷
物
語
り
類
の
世
俗
的
常
奈
霊
題
を
以
っ
て
流
行
し
て
来
た

大
々
刻
横
縞
は
‘
こ
L

に
一
克
械
歌
舞
伎
俳
優
の
舞
墓
に
於
け
る
動
作
の
ム

l

プ
メ
シ
ト
と
か
、
眼
前
に
見
る
着
飾
っ
た
衣
裳
と
一
疋
ふ
よ
う
な
、
「
観
的
一
ア

ー
マ
」
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た

大
和
筆

品
章
司

烏
居
清
信

日
本
搬
絹
翠

鳥
居
氏
清
倍
岡

日
本
戯
童

日
本
戯
萱

度
繁
圃

懐
月
末
葉

懐
月
末
葉

安
知
闘

白
木
戯
萱
懐
月
末
葉

度
辰
厨



東東
武武

大
和
蓄
師

大
和
画
工

奥
村
政
信
回

奥
村
利
信
笠

の
如
を
お
そ
ろ
し
く
長
い
署
名
を
も
っ
た
人
物
姿
絢
の
大
々
判
査
が
あ
ら

巳
ナ
エ
・
ン
セ
シ
ケ
レ

は
れ
て
来
た
。
品
書
司
と
か
、
姉
絹
置
と
一
一
一
日
ふ
の
は
、
江
戸
板
木
棺
最
初
の

枕
絢
作
品
中
に
、
し
ば
し
ば
見
る
、
「
今
絢
の
品
」
「
般
の
口
山
枕
倍
」
「
七
情

。

の
し
な
し
な
の
品
枕
」
の
品
で
あ
り
、
結
局
は
、
源
氏
物
語
読
木
谷
雨
夜

ロ
ベ
ヴ
ぜ
シ

の
品
定
め
、
以
来
の
用
語
意
味
で
あ
る
で
あ
ら
う
。
所
調
、
別
品
さ
ん
の
童
、

己
T

紙
雛
の
縮
師
と
一
一
一
口
ふ
意
味
で
も
あ
る
。
蹄
娼
と
は
又
「
多
く
女
子
を
以
て
比

ナ
、
色
態
の
愛
す
可
き
を
形
容
せ
る
な
り
」
と
字
典
に
出
て
ゐ
る
。

清
信
が
、
板
木
屋
七
郎
兵
衛
か
ら
、
かL
る
大
々
剣
霊
を
開
板
す
れ
ば
、

清
倍
ま
た
、
伊
賀
屋
に
擦
っ
て
同
じ
時
代
流
行
の
、
書
合
文
字
衣
裳
人
物
の

作
品
を
開
板
し
て
ゐ
る
。

一
万
械
の
華
麗
な
衣
装
に
劃
す
る
晴
好
の
流
行
は
、
之
を
か
の
光
琳
の
梅
花

小
袖
縞
扉
風
二
枚
折
一
撲
や
、
多
木
小
袖
の
官
物
泣
品
に
依
つ
で
も
知
る
の

設
七

で
あ
る
が
、
我
々
は
、
か
L

る
世
俗
的
h
u
E似
摺
大
判
板
誌
に
依
っ
て
、
一
冗
臓

の
絢
欄
豪
華
な
衣
裳
の
流
行
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
り
、
夫
を
拍
采
を
以
て

迎
へ
た
江
戸
庶
民
大
衆
の
眼
が
、
か
L

る
片
々
た
る
一
板
霊
の
中
に
も
開
け

て
来
た
「
観
的
」
向
上
を
覗
っ
て
、
民
の
元
械
の
世
の
姿
と
言
ふ
も
の
が
解

る
や
う
に
息
は
れ
る
。

そ
の
「
品
童
」
に
於
け
る
人
睦
的
、
又
は
舞
蚕
室
に
於
け
る
ムl
プ
メ
シ

ト
、
の
如
き
も
の
を
一
式
関
却
し
て
、
只
管
に
、
衣
裳
簡
の
木
領
を
完
全
に

護
持
し
た
も
の
が
、
懐
月
末
葉
の
板
木
棺
で
あ
る
。

人
物
は
恰
も
衣
裳
を
着
せ
ら
れ
た
デ
パ
ー
ト
の
マ
ネ
キ
ン
人
塑
の
如
く
、

唯
窃
箆
た
る
顔
と
‘
手
足
、
に
過
ぎ
な
い
。
雛
人
形
で
も
我
闘
の
も
の
は
、

陸
と
衣
裳
と
は
別
で
、
ほ
ん
も
の
の
絹
製
の
衣
裳
を
複
ふ
て
ゐ
る
場
合
が
多

ぃ
。
懐
月
末
葉
の
板
木
総
は
、
マ
イ
セ
シ
製
陶
人
形
で
は
無
く
し
て
、
日
本

の
雛
人
形
で
あ
る
。
一
葉
の
塁
線
板
宝
に
し
て
人
物
と
衣
裳
と
が
完
く
融
請

し
無
い
庭
が
、
大
捷
回
白
い

と
私
は
思
ふ
。

こ
の
最
も
拙
特
な
、
日
木

戯
聾
懐
月
末
葉

を
冠
す
る

大
判
板
主
に
は
、
度
繁
、
安

知
、
度
辰
、
の
三
人
が
あ
る
。

犬
々
伊
賀
屋
、
丸
屋
、
中
屋
、

か
ら
開
板
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

伊
賀
屋
板
十
二
和
、
丸
屋
板

五
種
、
中
屋
板
二
一
種
で
あ
る
。

筒
、
板
元
不
明
の
、
安
知
、
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安
知

の
も
の
が

度
繁
、
の
も
の
各
一
同
づ
L

と
、
伊
賀
屋
板
中
に
は

岡
あ
る
。
之
が
今
、
世
に
知
ら
れ
て
ゐ
る
懐
月
末
葉
大
判
の
杢
同
教
で
あ
る
。

清
信
は
、
そ
の
初
め
に
於
い
て
、
貞
享
か
ら
元
職
十
年
頃
に
か
け
て
、
浮

世
章
子
の
持
論
帽
の
仕
事
を
し
て
ゐ
る
。

清
信
は
、
和
泉
町
板
木
屋
七
郎
兵
衛
、
長
符
川
町
近
江
屋
、
湯
島
天
紳
女

坂
下
の
小
松
屋
、
横
山
同
朋
町
竹
田
長
右
衛
門
、
あ
た
り
か
ら
彼
の
作
品
を

開
板
し
て
ゐ
る
。
彼
の
元
政
十
一
一
一
一
一
年
頃
の
作
と
思
は
れ
る
中
州
墨
摺
縮
の

そ
の
衣
裳
模
様
の
中
に
「
冠
初
心
附
」
と
か
「
高
句
寄
、
五
千
句
」
な
ど
の

文
字
が
在
る
。
清
信
が
初
め
浮
世
草
子
の
仕
事
や
、
こ
の
文
字
か
ら
し
て
俳

人
と
の
闘
係
が
あ
っ
た
で
あ
ら
う
こ
と
は
充
分
推
察
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

併
し
彼
は
、
前
句
附
や
俳
諮
の
翠
讃
の
如
き
文
字
の
書
入
れ
を
、
彼
の
板
木

槍
の
霊
面
の
中
に
は
許
さ
な
か
っ
た
。
彼
の
書
風
は
、
ど
こ
か
一
克
政
欧
舞
伎

の
豪
快
な
荒
事
所
作
の
力

強
さ
を
偲
ば
せ
る
。
枕
絢

に
於
い
て
彼
の
描
い
た
人

位
は
、
も
っ
と
も
力
強
い

も
の
で
あ
っ
て
、
太
肉
の

る量
隠Z 感
νつ、

た明
指す 酔µ.
1ュ Pミ

貨な
さ構
、同

t士 tこ
清依

信
の
特
質
で
あ
る
。
彼
は
、
元
帳
歌
舞
伎
が
生
む
だ
「
力
勤
」
の
書
家
と
謂

ふ
こ
と
が
出
来
る
。
併
し
、
古
浄
瑠
璃
正
木
歌
舞
伎
五
本
、
に
於
け
る
無
署

名
、
板
木
下
書
工
の
工
房
か
ら
、
如
何
に
し
て
「
鳥
居
」
が
撞
現
し
て
来
た

か
の
臆
史
的
解
決
に
於
い
て
は
、
清
信
の
板
一
万
の
版
聞
は
、
之
を
説
明
す
る

に
不
充
分
で
あ
る
。

然
る
に
、
文
字
衣
裳
の
大
判
聾
に
於
い
て
、
「
日
本
館
絹
聾
鳥
居
氏
清
倍
」

を
以
っ
て
、
「
品
章
司
法
信
」
に
、
額
頑
し
て
ゐ
る
清
倍
は
、
堺
町
市
村
座
附

E
本
板
元
、
中
島
屋
か
ら
、
そ
し
て
伊
賀
屋
に
擦
り
、
又
は
、
江
見
屋
、

小
松
屋
か
ら
、
役
者
総
の
大
判
置
を
、
数
多
く
開
板
し
て
ゐ
る
。
市
村
座
、

- fi4 ー

中
村
座
、
森
田
座
の
辻
番
附
で
泣
存
し
て
ゐ
る
も
の
に
は
い
づ
れ
も
、
清
倍

の
落
款
が
あ
る
。
或
は
、
清
倍
こ
そ
、
歌
舞
伎
座
附
正
木
類
の
板
木
下
聾

工
の
正
嫡
を
唱
ふ
る
者
で
は
な
か
っ
た
か
。
「
鳥
居
」
と
段
、
歌
舞
伎
に
闘
す

る
古
正
本
以
来
の
、
無
名
板
木
下
璽
工
群
の
主
流
、
か
ら
出
て
来
た
も
の
で

あ
っ
て
、
烏
居
の
名
籍
が
永
ぐ
芝
居
道
と
結
び
付
い
て
、
株
と
し
て
霊
要
組

せ
ら
れ
始
め
た
の
も
亦
‘
こ
の
頃
で
は
な
か
っ
た
か
。
こ
の
こ
と
の
決
定
に

就
て
は
向
、
古
芝
居
正
木
捜
索
に
遡
っ
た
結
果
、
に
侠
つ
こ
と
L

し
ゃ
う
。

奥
村
政
信
は
、
「
元
雄
十
豆
歳
辰
四
月
吉
日娼
妓
童
一
牒
」
以
来
、
清
信
に

倣
っ
た
重
工
で
あ
っ
た
。
「
娼
妓
聾
…
牒
」
と
は
、
年
々
に
抑
制
戚
判
僻
と
し
て
、



Neya no hinagata. 

吉
原
鑑
、
吉
原
丸
鑑
、
の

如
、
君
吉
原
本
の
来
類
で
、

そ
の
「
入
替
」
を
改
め
た

重
本
で
あ
っ
た
の
で
あ
ら

う
政
信
に
も
、
大
々
一
刻

人
立
美
人
聾
は
あ
る
。
駒

込
あ
き
か
町
西
村
停
兵

街
、
開
板
の
も
の
で
あ
る
。

Masanobu. 

眼
前
の
美
人
と
し
て
ど
は

無
い
、
聾
題
的
要
素
を
多

分
に
含
む
だ
、
常
套
的
域

を
股
し
な
い
も
の
で
あ

る
。
衣
裳
縞
と
し
て
も
柳
か
粗
強
の
憾
を
兎
れ
ぬ
作
品
で
あ
る
。

彼
も
亦
‘
清
信
に
似
て
、
浮
世
草
子
の
掃
館
の
仕
事
を
行
っ
て
ゐ
る
。
日

の
書
林
山
口
屋
須
藤
、
か
ら
は
、
一
万
誠
十
五
午
ノ
九
月
吉
目
、
蛾

憎
太
鼓
、
問
、
梅
村
八
兵
衛
、
か
ら
は
、
元
蔵
十
六
年
発
求
正
月
士
口
目
、
好

色
花
ず
ま
ふ
、
向
、
寓
屋
清
兵
衛
‘
か
ら
は
、
費
永
こ
る
酉
歳
正
月
吉
目
、

好
色
叉
寝
の
床
、
芝
紳
明
前
の
山
田
屋
三
四
郎
か
ら
は
、
費
永
四
年
耕
一
脚
男

本
橋
南

色
比
翼
烏
、
駿
河
町
の
泉
長
兵
衛
、
か
ら
は
、
費
永
五
年
三
月
、
関
東
名

残
扶
、
が
彼
の
持
論
帽
を
も
っ
て
開
板
さ
れ
て
ゐ
る
。
政
信
は
、
持
絢
の
仕
事

を
始
め
た
頭
初
か
ら
、
一
板
簡
の
仕
事
を
も
同
時
に
は
じ
め
て
ゐ
る
。
こ
L

が
、
清
信
が
最
初
の
う
ち
に
浮
世
草
子
の
挿
檎
の
仕
事
に
従
ひ
暫
く
し
て
板

木
棺
に
活
動
し
出
し
た
の
と
蓮
ふ
貼
で
あ
る
。
政
信
は
、
草
子
の
持
論
帽
の
仕

事
を
、
彼
の
板
木
簡
の
仕
事
と
平
行
し
て
、
永
く
弐
の
時
代
に
亙
る
、
彼
の

長
寄
の
生
涯
を
通
し
て
行
っ
て
ゐ
る
。

費
永
正
徳
の
時
代
に
於
い
て
、
政
信
は
買
に
多
作
の
塁
摺
板
置
を
聾
い
て

ゐ
る
。
大
剣
、
中
剣
の
愚
摺
枕
檎
に
も
、
「
武
江
畜
師
、
奥
村
政
信
圏
、
西
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村
停
兵
衛
板
」
「
大
和
縞
師
、
奥
村
政
信
園
、
日
本
橋
川
瀬
石
町
、
山
口
屋
、

書
林
、
須
藤
椿
兵
衛
」
「
奥
村
政
信
岡
園
、
元
は
ま
丁
、
は
ん
も
と
、
い
が

屋
」
そ
の
他
「
和
爵
工
」
「
大
和
語
師
、
奥
村
政
信
岡
田
」
「
風
流
大
和
縮
師

奥
村
政
信
岡
之
回
」
と
、
賓
に
堂
々
と
し
た
刊
記
署
名
の
、
そ
し
て
板
元
名

迄
明
記
さ
れ
て
ゐ
る
作
品
が
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
此
期
の
欄
熟
を
示
す
世
相
の

あ
ら
は
れ
の
一
つ
で
あ
ら
う
。

政
信
の
板
木
簡
に
は
、
頭
初
の
墨
摺
剣
、
か
ら
既
に
、
聾
面
の
中
に
、
前

句
附
、
俳
句
等
の
、
文
字
の
書
込
讃
が
在
る
も
の
が
多
い
。
政
信
の
板
木

檎
と
俳
諮
文
郎
？
と
の
関
係
に
は
、
親
密
な
も
の
が
生
じ
て
ゐ
る
。
曾
て
貞
享

の
浮
世
草
子
に
し
て
清
信
が
聾
い
た
も
の
の
作
者
、
俳
詩
師
で
も
あ
ら
う
か



。
。

「
松
月
堂
不
角
」
の
文
阜
の
流
れ
を
引
く
の
で
あ
ら
う
‘
政
信
は
後
に
「
芳
月

堂
丈
角
」
と
署
名
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
江
戸
板
木
倍
は
永
く
、

俳
諮
と
の
強
い
闘
係
を
生
ず
る
こ
と
L

な
る
の
で
あ
る
。

政
信
は
、
次
の
時
代
に
な
る
と
「
赤
ひ
ょ
う
た
ん
印

一
克
業
を
も
聞
い
て
ゐ
る
。
数
多
く
の
書
籍
持
論
帽
の
仕
事
と
詑
ん
で
、
自
家
開

板
の
、
漆
倫
相
紅
檎
類
の
一
枚
倫
帽
を
も
賎
し
く
霊
い
た
霊
家
で
あ
っ
た
。
「
閤

奥
村
」
と
自
ら
板

の
雛
形
」
は
政
信
の
傑
作
で
あ
っ
て
、
享
保
に
一
へ
っ
た
時
期
の
作
童
で
は
あ

る
が
、
墨
摺
大
判
査
感
期
の
名
残
を
十
分
に
と
い
込
め
て
ゐ
る
干
潟
的
存
在
と

言
ふ
こ
と
が
出
来
よ
う
か
。

奥
村
利
信
も
．
大
々
剣
板
蓋
を
遺
し
て
ゐ
る
。
芝
神
明
前

の
甚
だ
色
気
あ
る
、
立
姿
の
化
粧
美
人
輩
、
で
あ
る
。
そ
の
揚
羽
蝶
の
紋
所

に
よ
り
、
享
保
二
年
市
村
座
の
「
お
七
に
て

ま
ず
や
開
放

そ
の
名
あ
げ
は
の

蝶
の
袖
」

と
唱
は
れ
た
三
僚
勘
太
郎

扮
す
る
お
七
の
、
所
詣
「
色
子
」
の
役
者
縮
、

で
あ
る
。

向
、
こ
の
大
判
時
代
の
作
品
と
し
て
認
め
ら
れ
る
も
の
に
、
初
川
珍
弔
問
一
筆

と
署
名
の
あ
る
「
江
戸
町
西
田
屋
内
、
こ
こ
の
ゑ
」
の
如
き
遊
女
美

人
総
が
あ
る
。
珍
震
は
「
享
保
二
丁
酉
歳
正
月
士
口
群
目
、
山
本
九
左
衛
門
板
、

宮
士
健
現
筑
波
由
来
」
「
亭
保
五
年
子
正
月
、
吉
原
丸
鑑
」
「
享
保
七
年
、
木

下
甚
右
衛
門
板
、
大
獄
丸
」
に
重
い
て
ゐ
る
。
そ
し
て

稿

享
保
八
年
卯
E
月

士
口
目
、
鶴
屋
板
大
八
島
、
に
は
羽
川
元
信
と
あ
る
。

直
徳
の
を
は
り
頃
に
は
、
肢
に
、
山
村
座
断
絶
の
如
き
享
保
改
革
の
前
振

れ
は
始
ま
っ
て
ゐ
た
。
遠
く
上
方
で
も
享
保
改
革
に
依
っ
て
、
漸
〈
、
大

和
聾
師
西
川
砧
信
が
、
「
享
保
八
γ

の
卯
の
羽
が
さ
ね
の
と
し
花
の
お
？

と
筆
毛
を
仲
し
た
「
百
人
女
郎
品
定
」
が
禁
書
と
な
っ
た
。

さ
し
も
感
ん
で
あ
っ
た

こ
の
江
戸
板
木
縮
第
一
同
の
開
花
期
も
、
こL

に
退
潮
の
時
を
迎
へ
る
こ
と
L

な
っ
た
。

一
九
五
二
・
九
・
二
六
日
稿

－
玉

a
z
u
 

話
回

江
戸
以
前
、
昭
和
二
十
一
年
末
に
原
稿
を
吉
田
峡
二
氏
に
手
交
し
た
が
未
だ

印
刷
の
運
び
に
到
ら
ぬ
。
い
づ
れ
は
鼓
表
さ
れ
る
と
と
L

思
ふ
。

江
戸
板
木
棺
之
附
設
寸
一
一
欣
一
河
a
l
k

・
轟
術
串
報
二
一
読
所
載

師
立
の
最
初
の
在
刊
年
記
槍
本
「
小
む
ら
さ
を
L

同
版
四
ノ
一
参
照

杉
村
次
兵
衛
O
挿
給
あ
る
本
、
刊
記

間
版
四
ノ
二
参
照

荷
信
の
諦
絢
あ
る
浮
世
草
子
、
刊
記

岡
版
四
ノ
一
一
一
参
照

師
一
伝
心
諦
輸
相
好
色
本
、
刊
記

同
版
四
ノ
回
参
照

塁
招
大
判
堅
槍
一
人
立
美
人
園
、
無
蕗
款

問
版
五
参
照
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話
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言王
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一
詰
七


